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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

贅沢島レモン
グランプリ

ゼリーやグミとも異なり、ペクチンの⾷感が良い

トレンドは追わず⼩笠原村の産業振興を考えているところ

サブタイトルが商品性をよく表しており、わかりやすい
個別包装が開けやすく、⼤きさもちょうどよい
余剰レモンの有効活⽤による製品作りは今のSDGsに合っている

農薬検査をされていない点が気になる
パッケージからペクチンゼリーという⾷感の良さがわからない
レモンの酸味がおさえめなので、もう少し“レモン感”がほしい

PL保険には、是⾮加⼊していただきたい

パッケージをレモンの形に⼯夫する
SNSなどの媒体を使い、広報活動を展開させてほしい
広告予算が確保されていたり、担当者の配置があるとよい

レモンの優しい酸味が⾷べやすい

⼩笠原産のレモンを丁寧に⼿絞りしているため、雑味がない

第82回（2025年1⽉）

●●%

点数分布として、銅賞相当が2%、⾦賞相当が31%、グランプリ
相当が68%を占めた結果、総合評価92%で【グランプリ】となり
ました。グラフが⾼得点に寄った理由として、希少価値の⾼い⼩
笠原産のレモンを使⽤し、⼩笠原村の産業振興考えている点、⽢
さ、酸味、⾷感等のクオリティの⾼さが多くの審査員の共感を得
たことが挙げられます。アンケートの結果から8割強の⼈がこの
商品に「興味がある」と答えていることを⾒ても、商品のわかり
やすさは⾮常に強みであるといえます。

⼀⽅、銅賞相当の範囲にも少なからず点数が⼊り、安⼼安全管
理や、情報発信の弱さが評価が割れた要因と考えます。
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93%

93%

91%

マネジメント・PR要因
83%

86%

91%

要因分布として、83%から93%の範囲に分布し、全体的
にバランスの良い⼤きな六⾓形となりました。

味や⾹りなど五感からなる商品時代の魅⼒を⽰す「内
部的要因」が93%、ネーミングやパッケージから構成され
る「外部的要因」が93%、市場・トレンドから構成される
「市場要因」が91%と⾼評価です。上記3要因に関しては、
この商品の持つそれぞれの特徴やクオリティが⾼く安定
した⾼評価につながりました。

「素材・安全性」は91%です。⼩笠原島の希少性の⾼い
レモンを⼤切に扱っている点が⾼評価につながりました。

⼀⽅「マネジメント・PR要因」が83%、「ブランディ
ング要因」が86%と90%台に届きませんでした。「島レモ
ン」と⾔うと、瀬⼾内海産のレモン商品と誤解されます。
⼩笠原島で栽培されたレモンを強調するためにも、パッ
ケージに記載すると良いのではないでしょうか。
また、SNSの活⽤で認知度が上がります。商品価値を⾼
めていくブランディング戦略や情報発信に今後の可能性
を感じます。

まず初めに、⼩笠原村が⽇本に返還された時に持ち込まれ、50年前に植樹され受け継がれた希少価値
の⾼いレモンを使⽤し、⼩笠原の産業振興として商品開発に⾄った経緯と商品への情熱に敬意を表しま
す。

「贅沢島レモン」は⼩笠原島の菊池レモン(通称、島レモン)を使⽤し、商品化したペクチンゼリーです。
グミや寒天とは⾷感が異なり、もっちり感がありました。
審査会場で「贅沢島レモン」を試⾷した際、その⻭ごたえに感動している審査員もいました。
また、糖度16%のレモンのため酸味が少なく、レモンの⾹りと⽢み、そして少しの酸味が味わえ、審査員
⼀同「これはレモンなんですね」「とても⾷べやすく、⾷後に良いですね」との声が多く聞かれました。

パッケージも⼤変可愛らしく、個別包装からゼリーを取り出すと、光輝く宝⽯のようなレモン型のゼ
リーが現れ、⾒た⽬から⽼若男⼥、すべての⼈から好まれると思われます。また、使⽤添加物も少なく、
安全⾯にも配慮されている点にも好感が持てました。

⼀⽅、ネガティブな意⾒として、「もう少しレモン感を味わうために⽪を⼊れるのはどうか」「パッ
ケージに"贅沢 ⼩笠原 島レモン"と記載し差別化を図る」などの意⾒もありましたので、ご検討いただ
けると幸いです。
「⼩笠原」というだけで、⼤きなブランディング⼒が発揮できると思われます。

また、安全には配慮されていますが、消費者への⾒える化アピールとして、PL保険の加⼊や現在義務
化されているHACCPの導⼊、農薬検査実施等に取り組むことでより安⼼感のあるブランドになるのでは
ないでしょうか。昨今の消費者は商品への安⼼安全性を注⽬しています。様々な検査が実施されている
と、さらに安⼼感が湧き、購買⼒が上がると考えられます。また「お客様窓⼝」の設置も検討いたたけ
れば、と思います。
WEBやSNSを活⽤し、認知度を上げることで、商品のこだわり、他社との差別化を最⼤限アピールし

ていくことで、ロイヤルカスタマーが獲得できるのではないでしょうか。
出品商品は、それ⾃体完成度が⾮常に⾼いものであり、これからも商品のもつ可能性のさらなる向上

を期待しています。
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

優しいベージュ⾊、表⾯に細かい
グラニュー糖

⽩く霞のかかった透明感

グラニュー糖により、光の反射で
輝くところと影になる部分あり

フットボール型(レモン型)、直径
3cm×直径3cm、厚みは1.5cm

⼀⼝で⾷べられる⼤きさ

透明感のある爽やかな⾒た⽬

ほんのり⾹る爽やかなレモンの⾹
り

無⾊透明になり切れなかったレモ
ンの主張しすぎない匂い

爽やかな酸味と優しい⽢さが融合
したハーモニー

太陽の元、たくさんの光を浴びな
がらキラキラ輝く匂い

サラサラ感があり、弾⼒のある匂
い

ほんのり酸味のある優しい匂い

⾒た⽬は、全体的に優しいベージュ⾊をして、全⾯に細かいグラニュー糖が付いており、キラキラ輝い
て⾒えます。グラニュー糖の⽩⾊や輝く透明感があり、全体的に濡れたような感じにも⾒えました。
⼤きさは直径3cm × 2cm.厚みは1.5cmのフットボール型(レモン型)でひと⼝で⾷べれる⼤きさです。優
しい⾊合い、さらっとした肌触り、そして、弾⼒性が指先から伝わり⾷べる前から好印象を受けました。
匂いは、ほんのり⾹る爽やかなレモンの⾹りとほんのり⾹る酸味、優しい⽢い⾹りが⾒事に調和し、⼼

安らぐ匂いがしました。
個包装を開ける前は酸味のきついレモンの⾹りを想像していましたが、この「贅沢島レモン」はほんの

り⾹るレモンの爽やかな酸味と⽢味が⾒事に融合し、レモンである印象がなくなるほどです。個包装から
取り出し、⼿に取ったときの触感や弾⼒のあるモチモチ感が指先から伝わり、⾷前に"早く⾷べたい"そん
な思いに⼼が躍りました。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評

ー 5 ー

酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

優しく主張しすぎない酸味

苦味は全く感じない

レモン特有の酸っぱさを抜いた旨
味

柑橘系の柔らかな⽢味

塩味は全く感じない

もっちりしている。ほのかな酸味
と優しい⽢味の調和が⼼地よい

酸っぱい⾹りが強いレモンではなく、
優しさにあふれ、落ち着く匂い

常温の優しい爽やかさのある⼝触
り

ねっとり、もっちりした弾⼒のあ
る⻭ごたえ
表⾯はさらさらで乾燥しているが、
内側はしっとりした⼝触り
もっちりとした弾⼒のある粘り気
がある
表⾯はさらっとし、内⾯はねっと
りとした⻭触りの⼼地よい⾷感

⽢味と爽やかな酸味と奥の⽅にあ
る少し苦みのあるハーモニー

表⾯がかさっとし、噛むことで
ねっちょりした⾷べ⼼地

常温でさらさらした感触が⼿に伝わり、⼝に含んだ瞬間、周りの砂糖が溶け出しさらさらした⾆触りを
感じることができました。そして内側のもっちり感が⾆の上に現れ、1⼝噛むともっちりとした粘り気の
ある⾷感で、噛んだ後はねっとりとした⼼地よい弾⼒が続きます。

基本五味は感じることができませんでしたが、優しく主張しすぎない"酸味"、レモン特有の酸っぱさを
抜いた"旨味"、柑橘系の柔らかな"⽢味"を実感しました。
この三味のバランスの良さが、酸味を嫌う⼦供から⼤⼈まで、すべての⼈が"おいしい"と感じることがで
きる理由となります。

⼦供にはグミが⼈気がありますが、この「贅沢島レモン」は、グミの⾷感ではなく、ペクチンの⾷感で
あり、この奥⾏きのあるもっちりとした⻭ごたえが⼦供から、⼤⼈まで1度⾷べたら“やみつきになる”お
いしさへと導いてくれます。

すぐにもう⼀つ⾷べたくなる、カバンに常備しておきたい、まさに"⼿が⽌まらない"味で、やみつきに
なりました。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

優しい後を引く⽢さと、ほのかな酸味が⼝の中に残り、余韻を
楽しめる。⾷後のお⼝直しにピッタリで、⼝の中がすっきりと
する。

爽やかな⾵が吹く、初夏が連想される。海に囲まれた島で、⽊
陰でハンモックに寝そべっている午後のひとときを連想させる。

⾷後、⼝直しに必ずと⾔っていいほど何か⽢いものを⾷べる私
には、⼝直しのお供に丁度良い⽢さと酸味に思われた。

キャンディやチョコレートを携帯している私にとって、個包装
されている「贅沢島レモン」は持ち運びに丁度良く、とてもう
れしい

五味 評点

酸味 4

苦味 1

うま味 3

⽢味 5

塩味 1

広義の味 評点

まろ味 5

コク味 5

濃厚な味 5

⾟味 0

新鮮な味 5

五感 評点

視覚 5

聴覚 4

触覚 5

味覚 5

嗅覚 5



ジャパン・フード・セレクション 審査レポート

ー 7 ー

1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

⾷べる前から⼩笠原村の「島レモン」に魅⼒を感じました。島レモンは通常のレモンと違い糖度が⾼く、⼝
に含んだ瞬間の⽢酸っぱい爽やかなレモンの⾹りと程良い酸味のバランスが⼝いっぱいに広がり、後味も⾃
然でとても⾷べやすいです。ペクチンゼリーの良さが最⼤限引き出されており、⼝当たりのなめらかさ、⾆
の上で少しとろけるような⾆触りは寒天やゼラチンでは出せないと思います。酸味が少なく、⽼若男⼥好ま
れると思われます。⼩笠原ということで、ニュース性はかなりあると考えられます。

社⻑様のコメントから熱意が伝わり、島レモン復活の思いに強く共感しました。
余剰レモンの有効活⽤による製品作りは今のSDGsに合っており、その点をアピールすることもできるかと
思われます。また、お客様相談室や窓⼝の設置、PL保険の加⼊、農薬検査をすることでより安⼼感のあるブ
ランドになるのではないでしょうか。web等、SNSを利⽤すれば、⼩笠原⼟産の定番として効果的になると
思われます。また、ホームページにブランドページを載せるのもお取り寄せの⼀助になると考えます。

⼩笠原の唯⼀無⼆の希少性の⾼いレモンを⼤切に扱っていることに感銘を受けました。他のレモンを扱った
商品とは差別化ができており、その希少性をうまくアピールすることでファンが増えると思われます。また、
「島レモンとは？」の説明があると⼩笠原諸島でしか栽培できないレモンであるということが消費者に伝わ
るのではないでしょうか。また、島内消費だけでなく、東京近郊のインターや道の駅、ネット販売など展開
されるなど、PRや戦略、情報発信の⼯夫でまだまだ伸びしろを感じることができます。

パッケージは可愛らしくお⼟産に使⽤しやすいと思われます。個包装が開けやすく、⼤きさもちょうど良く、
その上レモン型のゼリーはとても可愛く、若い世代にも⼿に取られやすいと思いました。
サブタイトルは、商品性をよく表していますが、グミではない不思議な⾷感や、⼿絞りであることをパッ
ケージに記載することでどんな商品なのかが明確になり、より購⼊されやすくなるではないでしょうか。ま
た何が贅沢なのかを記載することで、商品に対する思いが消費者に伝わると思われます。

⾃社農園のレモンを使⽤した商品で統⼀性があり「前⽥さんちの」シリーズ化として、しっかりブランド化
されていると感じました。「⼩笠原」と⾔う地名はそれだけで⼗分なブランド⼒を持つので、商品名に「⼩
笠原」の名前を利⽤するべきだと思います。例えば「贅沢 ⼩笠原 島レモン」とし、瀬⼾内海のレモン商
品との差別化を図る等、「⼩笠原」と⾔う地のブランド活⽤したブランディング展開により、さらにレモン
利⽤製品の差別化が図れると確信します。

原料の産地は明確化されており、安⼼感があります。⼩笠原村のレモンを最⼤限に⽣かし、安全にも配慮する姿
勢に感銘を受けます。
ただ、現在義務化されているHACCPへの取り組み等があれば、さらに評価でき、また農薬検査など安⼼安全に
配慮する内容が増えれば、購買⼒も上がると思われます。製造過程はかなり慎重にされていますが、PL保険は
加⼊された⽅が良いかと思われます。安全⾯に関しては注⽬度が⾼いので、今後⼒を⼊れてほしいと思いました。
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